
市町村財政比較分析表(平成16年度決算)
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※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を88のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。
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分析欄
■財政力指数
　・　原子力発電所立地町であるため、類似団体平均を大きく上回る税収があるので１．９１となっている。今後は、税収の大幅増
　　の要因となっている固定資産の償却資産分が年々減少していくため、指数は低下の一途をたどることになる。
■経常収支比率
　・　原子力発電所３号機が運転を開始したために、税収における固定資産の償却資産分の大幅増により、一時的に４８.３％とな
　　っている。今後は、その減収に伴い比率は上昇していくことになる。
■ラスパイレス指数
　・　これまでも行政改革大綱に基づき、満５５歳以上昇給停止、退職時特別昇給の廃止、特殊勤務手当の見直し及び時間外勤
　　務手当の縮減等を実施し、給与の適正化に努めるとともに、総人件費の抑制を図ってきたところである。
■起債制限比率
　・　起債抑制策により類似団体平均を下回っている。引き続き水準を抑えるように努めていくものである。
■人口１人当たり地方債現在高
　・　起債抑制策により類似団体平均を下回っている。今後も地方債の発行を極力抑制していく必要がある。
■人口１，０００人当たり職員数
　・　地理的条件等により、他自治体よりも公共施設等が多くあり、類似団体と比較してもかなり多くなっているが、今後職員の大
　　量退職を迎えることを踏まえ、計画的な職員数の抑制に取組み、本町第３次定員適正化計画の最終年度である平成２２年度
　　までには、現在の職員数より約５％の削減を目指すものである。


